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この度の令和６年能登半島地震により、被災された

方、ご家族様及び関係の方々に心よりお見舞いを申し

上げます。 

今回の地震発生時からの様子を報告させていただ

きます。当時の事を思い出し、辛いお気持ちにさせて

しまいましたら、申し訳ございません。 

 

2024年１月１日 

施設には入所部の男性 28名、女性 10名と当日の日

勤職員 2 名と 16 時からの夜勤職員 2 名、そして調理

員 2名の 44名がいました。 

16時 6分に地震アラートと共に前震がありました。

かなり大きな地震でしたが、その段階ではいつもの珠

洲の地震と思い、利用者さんに「落ち着いて居室にい

てください。」と館内放送をかける余裕もありました。

揺れがおさまり利用者さんの安全確認をしようとし

ているところに、再度地震アラームが鳴り震度７の本

震がありました。 

耐震化された元小学校の建物が倒壊するのではな

いかと思うような揺れがおこり、館内放送をかけよう

としましたが、その時点ではすでに停電になっていて

放送をかけることができませんでした。 

東日本大震災の津波が思い出され,すぐに施設の２

階に垂直避難をすることにし、女性利用者さんの各居

室をまわり、パニックになっている利用者さんに「大

丈夫だよ。」と、声をかけながら２階に誘導し、逆に２

階から降りて外に逃げようとする男性利用者さんを

押しとどめ２階に戻ってもらいました。また、１名の

利用者さんがグループホーム潮風に残っていました

ので、すぐに迎えにいき、全員の安全確認ができまし

た。停電時の発電機により非常電灯が点いていました

が、エアコン（暖房）は使えず、水も断水していまし

た。固定電話はもちろん、携帯電話はドコモ、ａｕは

使えず、ソフトバンクのみ可能でした。 

２階に避難してからも、ずっと余震が続いていまし

た。 

「大丈夫だよ。あぎしは耐震化されているから大丈夫

だから。」と、声掛けをしながら、大津波警報も出てい

たので、暗くなる前に利用者さんの防寒着を持ってき

て布団やマットレス、懐中電灯などを用意し、２階で

翌朝の食事に用意していたパンと飲み物を摂ってい

ただきました。施設長を始め、近くの職員がかけつけ

てきましたが、多くの職員は道路が寸断され出社でき

ない状態でした。 

 施設には避難所が怖いという理由で地域の方も３

日まで、７名が当施設に避難していました。 

 

 その後は 

１月 12日、輪島カブーレにて入浴が可能になる。 

１月 13日、ドコモで電波が復旧。 

１月 15 日、電気復旧、固定電話が使えるようになり

ました。それまでは夜は懐中電灯の灯りで

生活をしていました。 

１月 16日、ＮＨＫの方がＢＳを観られるように工事 

     （廊下２か所） 

１月 18日、自衛隊（道の駅赤神）の入浴開始 

 

その他、石川県内外の団体から沢山の物資をいただ

きました。本当に感謝しかありません。 

 

 施設の被害状況ですが、建物はエレーベータのある

増設棟に傾きがあり、エレーベータも使えません。 

お風呂などは、断水のため不具合の確認がとれていま

せん。エアコンが何台か使用できません。 

 まだ、すべての被害状況がわかっていませんが、か

なりの被害額にあるかと思います。 

  

 ふれあい工房あぎしでは、国内最大級のクラウドフ

ァンディングサイト「ＲＥＡＤＹＦＯＲ」にて、令和

６年能登半島地震への支援をお願いするクラウドフ

ァンディングを開始しました。募集期間は 2024 年 3

月 31日までです。 

 ぜひ、ご紹介いただければ幸いです。 

 （裏面に掲載しています） 

 



 

 

 

 

 

 

全員２階で寝ました。 

 

 

 

 

 

懐中電灯で食事しました。 

 

 

 

 

 

増設棟に傾きがあります。 

 

 

 

 

 

医務室もメチャクチャです。 

 

 

 

 

 

食品加工室も大きな被害がありました。 

ヘアーカットの被災地支援 

 

 

 

 

 

停電解消まで丸ストーブで

暖を取りました 

 

 

 

 

 

 震災直後の元旦は、１日のスケジュールもありま

せんでしたが、２日目の午後から食事の時間を決め

ました。停電だった事もあり、朝は薄暗く、夕方は

すぐに暗くなるため、朝食８時、昼食 11 時、夕食

は 16時でした。 

３日目からは、ウオーキングとラジオ体操、水分

補給の時間を設け、エコノミークラス症候群の対策

を始めました。 

 ２月３日からは滋賀県の施設から職員が応援に

かけつけてくれました。 

 

 

 

 

 

 

慰問の方の素敵な歌声 

 

 

 

 

 

炊き出しボランティア。 

 

 

 

 

 

  

断水したので洗濯は外注、入浴は自衛隊でした。 

  

 

 



 


